






 

目的 

トキソプラズマ(以下 T)は慢性不顕性感染をおこすことが多いため,姙婦の初

感染と出生児感染を診断するには,IgM 抗体の証明が必要であると考えられる。

しかし,T 症では感染経過に伴なう IgM 抗体の消長はなお明らかではなく,また

原理的に多くの証明法が考えられるとしても,臨床的に容易に実施しうる IgM

抗体検査法が確立されているわけではない。 


